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１

三重の旧石器時代

　私たちが暮らす地面の下には、遠い祖先が暮らしたあしあとが「遺跡」として残っています。

　三重県にはおよそ 14,000 か所の遺跡があり、県内各地で発掘調査が行われています。調査によって

みつかった建物のあとや土器・石器などを調べると、昔の人々の生活や工夫を知ることができます。ま

た、三重を掘ると、日本列島の「東西文化の結節点」ならではの発見があります。本展覧会では、発掘

調査からみえてきた三重の歴史をご紹介するとともに、地中に埋もれていた逸品を展示します。

　人類がはじめてつくった道具は石器です。土器がつくられるまで

の時代を旧石器時代といいます。この時代の人々は石でできたナイ

フや銛で動物や魚を狩り、移動しながら暮らしていたとみられます。

三重の縄文時代
　縄文時代の気候は温暖で、人々は竪穴建物に住み、動物、魚、木の

実や貝などを食べ、森や海の恵みをいかした生活をしていました。土

器が発明され、容器や、煮炊きをするための器として使われました。

　三重県には縄文時代の遺跡がおよそ1,050 か所あり、その多くは丘

陵や山の中に位置しています。土器につけられた模様や、様々な形を

した石器、朱がついた土器、アクセサリーなどから、縄文時代の

豊かな暮らしを知ることができます。

縄文時代のアクセサリー

約 34,000 年前～約 13,000 年前

約 13,000 年前～約 2,800 年前

石材はヒスイ ！

内垣外遺跡 （多気町）
石器　旧石器時代

天白遺跡 （松阪市）
縄文土器　縄文時代後期

  てん　ぱく

粥見井尻遺跡 （松阪市） 石器
縄文時代草創期

  かゆ　 み　　い　 じり　 

鈴山遺跡 （菰野町） 竪穴建物
縄文時代中期

  すず やま   

志知南浦遺跡 （桑名市） 土器棺墓
縄文時代晩期

　し　　ち みなみ うら　  

山添遺跡 （松阪市）

玦状耳飾り　縄文時代前期

 やま  ぞえ

 けつ じょう   
小牧南遺跡 （四日市市）

垂飾　縄文時代中期

   こ   まきみなみ

すいしょく 
上ノ垣外遺跡 （多気町）

大珠　縄文時代後期

　 うえ  の  が い と

　たい  じゅ　　 

内垣外遺跡 （多気町） 
旧石器時代

県内で確認されている最も古い遺跡です。約 29,000 年前～
26,000 年前に火山灰が積もった地層の下から、石器や、石
器をつくる際にできた破片がみつかりました。

うち  がい  と   

けっ せつ  てん

         　　　   きゅうせっ き    じ   だい

　　 もり　　　　　　　　　　　 

はっくつちょうさ

い  せき

じょうもん じ   だい                     　　　　　　　　　　　　　　　　　　  たて あな たてもの

天白遺跡 （松阪市）

小玉 ・ 勾玉　縄文時代後期
　 こ　 だま　　　   まが たま



２

三重の弥生時代
　弥生時代になると、米づくりが広まりました。米は栄養があり蓄えることができるため、人々の暮ら

しは以前よりも安定しました。その一方で、穀物は財産となるため、人々の間に貧富と階層差がうまれ

ました。農耕に適した土地や水、蓄えた米などを巡ってムラとムラの争いがおこるようになると、人や

動物からムラを守るため、集落のまわりに濠を巡らせた「環濠集落」がつくられました。

村竹コノ遺跡 （松阪市） 環濠  弥生時代後期

石斧づくりのムラ

約 2,800 年前～約 1,750 年前

　

納所遺跡 （津市） 
弥生時代前期～古墳時代前期

環濠環濠

集落が
あったところ
集落が
あったところ

集落の外集落の外

縄文時代のまつり・いのり

天白遺跡 （松阪市）
石が円形に並べられたあと

県指定
有形文化財

▼

製作途中の石斧 磨き上げられた石斧

▼

納所遺跡
（津市）

宮山遺跡 （いなべ市）
弥生時代中期

天白遺跡では、石が円形に
並べられたあとが 37 か所み
つかりました。周辺からは、
土偶や石棒がたくさん出土
したことから、天白遺跡で
まつりやいのりを行ってい
たと考えられます。

粥見井尻遺跡では、竪
穴建物から、女性のか
らだを表した土偶がみ
つかりました。土偶は
装飾性のないシンプル
な形をしています。

調査の成果や周囲の地形の状況から、環濠
は直径およそ 300ｍの広い範囲を囲んでい
ると考えられます。これは、同時期の遺跡
のなかでは、県内最大の面積です。

宮山遺跡では、製作途中の石斧や、石を割っ
たり、たたいたりするための石器がみつかっ
たことから、石斧の生産集落であったことが
わかりました。宮山遺跡でみつかった石斧は、
鈴鹿山系で産出されるハイアロクラスタイト
と呼ばれる石材でつくられています。この石
材でつくられた石斧は、伊勢湾沿岸部の代表
的な弥生時代集落で確認されています。

小牧北遺跡 （四日市市） 方形周溝墓
弥生時代後期

納所遺跡には、弥生時代から古墳時代にか
けて継続的に営まれたムラがありました。
三重県を代表する大きなムラのあとです。

弥生時代の有力者は、盛り土を溝で
四角く囲ったお墓に葬られました。

森山東遺跡 （津市） 水田跡
弥生時代

県指定
有形文化財

約13,000 年前日本最古級！

ムラを掘る！　　　　　　 濠を掘る！

のう　 そ

弥生時代の水田は、現代に比べて
一区画が小さくつくられています。

むら たけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　 

　こ　まき きた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ほう  けい しゅう こう   ぼ

もり  やまひがし

みや やま

菟上遺跡
（四日市市）

うな   がみ

天白遺跡 （松阪市）

土偶
縄文時代後期 

国指定史跡
てん   ぱく

粥見井尻遺跡 （松阪市）
土偶
縄文時代草創期

県指定史跡
かゆ     み　  い　 じり

                                                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たくわ

  　　　　　　　　　　　　                                   こく もつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほり　　　　　　　　　　　　    かんごうしゅうらく

▼

 ど　 ぐう

や よ い　じ   だい



河田宮ノ北遺跡 （鈴鹿市） 木製品
古墳時代中期

三重の古墳時代
　各地域を治めた有力者が、古墳という大きなお墓をつくった時

代を、古墳時代といいます。近畿地方には、日本列島各地の豪族

を従えた大王がいました。三重県にも、近畿地方や東海地方の勢

力と関わりがあった豪族が住んでいました。

約 1,750 年前～約 1,400 年前

雲出島貫遺跡と雲出川 ・ 伊勢湾

▼

石薬師東古墳群
（鈴鹿市）

なか の  しょう

中ノ庄古墳
（松阪市）

中ノ庄古墳
（松阪市）

豪族の館
高茶屋大垣内遺跡 （津市）
古墳時代前期

伊勢湾を見下ろす台地の縁か
ら大型の掘立柱建物がみつか
りました。建物は、豪族の居
館や、その権威を示すための
施設と考えられています。

渡来人と新しい技術
 と らい じん

雲出川下流域は、近畿地方からみて東国への出入り口に位置しています。雲出島
貫遺跡は、この地域の拠点的な集落でした。

雲出島貫遺跡 （津市）  弥生時代後期～古墳時代前期

低湿地や川のあとなど、水分を多く含んだ場
所を発掘調査すると、木でつくられた建築部
材や道具がみつかります。弥生時代以降、米
づくりの広がりとともに、農耕具を中心に木
製の道具が盛んにつくられました。

大型の掘立柱建物

国指定名勝及び史跡

六大 A 遺跡 （津市） 韓式系土器 ・ 初期須恵器
古墳時代中期

古墳時代には朝鮮半島から多数の技術者が渡来し、窯をつ
くり高温で土器を焼き上げる方法や鉄の加工など、新しい
技術が伝わりました。津市の六大Ａ遺跡では、渡来人が使
用していた器とされる韓式系土器や、高度な技術の移入に
よってつくられるようになった初期須恵器がたくさん出土
し、渡来人に関わる集団がこの地に住んでいたことが明ら
かになりました。木造赤坂遺跡から出土した陶質土器も、
朝鮮半島との具体的な交流を示す資料です。

豪族のまつり
城之越遺跡 （伊賀市）
古墳時代前期

石を貼りつけてつくられた、造
形的な大溝がみつかりました。
大溝は、この地域の豪族が水辺
のまつりを行った場所と考えら
れます。

古墳の上にならべられた埴輪
はに わ

六大 A 遺跡 （津市） 倒れた壁材
古墳時代中期

大溝

県指定
有形文化財

石薬師東古墳群
（鈴鹿市）

県指定
有形文化財

三重県
で

最も大
きい

馬形埴
輪　！

県指定
有形文化財

くも　  ず   しま　ぬき　

たか ちゃ   や　 おお  がい  と じょ　 の 　 こし

ろく  だい 　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かん  しき  けい　ど　  き　　　　  しょ   き　  す　 え　　き

木造赤坂遺跡 （津市）

陶質土器
古墳時代中期

 こ　つくり あか  さか

とう　しつ　 ど　　き

こう   だ   みや の   きた

深長古墳
（松阪市）

ふこ    さ

大足古墳
（松阪市）

お わ せ

前田町屋遺跡
（津市）

まえ　だ　 まち　 や

形
埴
輪

馬

人

いし やく　  し  ひがし

壺
輪
形
埴 家

輪形埴
輪
物

埴

木でつくられた道具

　　　　　　　  　　　    こ   ふん

おお きみ

ほっ たてばしら たて もの

３

ほっ    たて  ばしら たて   もの

ごう ぞくこ   ふん  じ  だい



古墳から出土した品々

太岡寺１号墳 （亀山市）
古墳時代後期

上椎ノ木１号墳 （亀山市）
古墳時代前期

　古墳時代、大王や豪族といった有力者は、その威厳を示すた

め、盛り土をした大きなお墓に葬られました。三重県にはおよ

そ7,100 基の古墳があります。なかでも近畿地方に近い伊賀地

域には、県内で最も多くの古墳がつくられました。

御墓山古墳 （伊賀市） 前方後円墳  古墳時代中期

伊賀市にある御墓山古墳は全長 188ｍの前方後円墳で、県内最大の古墳です。

国指定史跡

４

　ほうむ

　い　 が

馬具

装身具

横穴式石室と石棺 龍の模様が描かれた大刀

横穴式石室を掘る !
井田川茶臼山古墳 （亀山市）
古墳時代後期

横穴式石室とは、石を積んで部
屋と入口を設け、その上に土を
盛った埋葬施設です。井田川茶
臼山古墳の石室には、石棺がふ
たつ納められていました。

よこあなしき せき しつ

ふたつの木棺直葬墓

木棺直葬墓を掘る !
もっかん じき そう ぼ

木棺直葬とは、墳丘の上から掘
った穴に木棺を納める埋葬方法
です。東条１号墳では、木棺直
葬墓がふたつ並んでみつかりま
した。ひとつの棺には武器類、
もうひとつの棺には銅鏡や装身
具が納められていたことから、
葬られた人物は、男性と女性で
あったと考えられます。

東条１号墳 （伊賀市）
古墳時代後期

東条１号墳出土品
県指定
有形文化財

   み　はか やま　　　　　       　　　　　　　　　　　　　　　ぜん ぽう　こう  えん ふん　 

   い　  だ　がわ  ちゃ  うす やま　

ひがしじょういちごう ふん

かみ しい  の   き　　いち ごう  ふん たい  こう   じ   いち ごう ふん

天童山８号墳 （伊賀市）
古墳時代後期

てん どう  やまはち ごう ふん

  ば　  ぐ

鉄鏃
  てつ  ぞく

画文帯神獣鏡
が   もん たい  しん じゅうきょう



写真 ：斎宮歴史博物館提供

伊賀国庁跡 （伊賀市）
奈良時代～平安時代

小谷赤坂遺跡 ・ 堀田遺跡 ・ 舞出北遺跡 （松阪市）

カウジデン遺跡 （多気町）     土馬　奈良時代

斎宮には、斎王の宮殿と斎宮寮と呼ば
れる役所がありました。斎王は皇族の
女性で、天皇に代わって伊勢神宮に仕
えるため都から伊勢に派遣されました。
斎宮跡では、毎年継続的に発掘調査を
行っており、大型の掘立柱建物や、道
路によって区画された「方格地割」の
発見など重要な成果が上がっています。

三重の中世 約 900 年前～約 400 年前

三重の古代 約 1,400 年前～約 900 年前

７世紀後半になると、県内各地に寺院が建立されました。名張市にある夏見廃寺か
らは、金堂や講堂のあとが発見され、お堂の壁にタイルのように貼り付ける塼仏が
出土しました。津市の鳥居古墳からは、銅板でつくられた押出仏がみつかりました。
押出仏はこの地域における仏教文化の広がりを示す貴重な資料であり、古墳からの
出土も全国的に珍しい例といえます。

寺院を掘る！

５

　奈良県や京都府にあった都を中心として、政治や法律といった社会の仕組みが整えられました。

　古代、三重県には、伊勢国・伊賀国・志摩国と紀伊国の一部がありました。今の県庁にあたる国府は、

紀伊国以外は現在の三重県にありました。そのほか県内には、郡衙や駅家、重要な関所であった鈴鹿関、

朝廷の祭祀を担う斎宮・離宮院や様々な寺院があり、そのいくつかは発掘調査が行われています。

県指定
有形文化財

伊勢国府跡、伊賀国府跡は、それぞれ鈴鹿市と伊賀市でみつかっており、発掘調査
によって建物のあとなどが確認されています。志摩国府跡はまだみつかっていませ
んが、地名や文献から志摩市内にあったと推定されています。

国指定史跡

国指定史跡

　中世は、現代の都市や村落の原形となるような生活の仕組みや、

集落のかたちが整った時代です。この時代の三重県は東西交流の

要として人々の往来が盛んになり、多くの物資が行き交いました。

柘植川柘植川

伊賀国府があった場所は長い間不明で
したが、発掘調査によって柘植川の北
岸に主要な建物が確認されました。国
庁が置かれた範囲は一辺約 40m と考
えられ、建物を囲む柱列や溝が方形に
巡らされていることがわかりました。

都市を掘る！

安濃津柳山遺跡 （津市）
調査区全景と出土した常滑焼大甕

安濃津は、都からみて東国・鎌倉への玄関口で、博多津（福岡県）・
坊津（鹿児島県）とならんで「日本三津」のひとつに数えられてい
たほどの重要な港でした。明応７年（1498）の大地震で壊滅的な
被害を受けたと伝えられ、実態はよくわかっていませんでしたが、
発掘調査によって建物のあとや土器・中国銭などがみつかったこ
とで、中世都市安濃津の姿が明らかになってきました。

安濃津柳山遺跡 （津市）　鎌倉時代～室町時代
　あ　  の    つ やなぎやま

夏見廃寺 （名張市）

塼仏
飛鳥時代

国指定史跡
 なつ　み　 はい   じ

 せん 　ぶつ

   い　　が　 こく ちょう あと

斎宮跡 （明和町）
奈良時代～平安時代

さい  おう　　　　　　　　　　   さい  くう りょう

長谷町遺跡 （明和町）
火葬墓  平安時代後期

 は　　せ　まち　 

 こ  たにあかさか  　  　　　　　　ほっ た　　　　　 　 　　 まい で　きた　

鳥居古墳 （津市）

押出仏
飛鳥時代

 とり　 い　  こ　 ふん

 おし 　だし  ぶつ

 ど　　 ば

県指定
有形文化財

　          　　　　　　　　　     　　　    　　  　　    い　せのくに　　  い　がのくに　　  し    まのくに　 　  き　いのくに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                         　　　　 こく  ふ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　　　　　　                                                          ぐん  が　       うま   や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 すず  かのせき

  ちょうてい　　さい  し    　　　　　　  さいくう  　　り きゅういん

   さい　くう　あと

斎宮跡最大の掘立柱建物 （平安時代）　斎宮跡最大の掘立柱建物 （平安時代）　

　　    ほう    かく　 ち　  わり

ぼう の つ           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  さん　しん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めい　おう

はか　た　の つ

せん  ぶつ

おし  だし  ぶつ

まじないの

道具 !?

古代の骨壺 

古代の骨壺 !!



展覧会関連イベント

時  間：午後１時 30 分～３時
会  場：三重県総合博物館レクチャールーム

連続講座連続講座
当日受付・無料

（三重県教育委員会事務局社会教育・文化財保護課）

　   10 月  １日（日）「三重の旧石器・縄文時代」
    　　講師：勝山 孝文 
       10 月 14 日（土）  「三重の弥生時代」
　　    講師：櫻井 拓馬

（三重県埋蔵文化財センター）

       10 月 21 日（土）「三重の古墳時代」
　　    講師：渡辺 和仁
       10 月 28 日（土）「三重の古代」
　　    講師：大川 勝宏
       11 月   ３日（金・祝）「三重の中世」
　　    講師：伊藤 裕偉　

（三重県埋蔵文化財センター）

（斎宮歴史博物館）

（三重県教育委員会事務局社会教育・文化財保護課）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

勾玉づくり体験勾玉づくり体験
日  時：10 月８日（日）
　　　　①午前 10 時 30 分～ 12 時 
　　　　②午後   １時 30 分～   ３時
定  員：各回 20 名
会  場：三重県総合博物館 実習室

事前申込・無料

記念講演会記念講演会
講  師：近江 俊秀氏
演  題：「発掘された日本列島 2017 ここが見どころ」
日  時：10 月９日（月・祝）
               午後１時 30 分～３時
会  場 ： 三重県総合博物館 レクチャールーム

（文化庁記念物課 文化財調査官 )

当日受付・無料

展覧会関連イベント

礫石経・礫石経を納めた甕

中世墓を掘る！

６

安濃津柳山遺跡（津市）・多気北畠氏遺跡（津市）・
箕升氏館跡（伊賀市）ほか　犬形土製品　室町時代～戦国時代

建物のあと建物のあと

参宮街道参宮街道

三重の近世 約 400 年前～約 150 年前

中世人のいのり

文字にこめた願い

松阪市の天華寺境内から、礫石経を納めた穴が複数みつ
かりました。これは経塚の一種で、功徳を積むため、お
経を地中に埋めたものです。礫石経とは、紙の代わりに
小石の平らな面にお経を書いたもので、礫石経を納める
経塚のスタイルは、中世から近世にかけて流行りました。

雲出島貫遺跡（津市）
鎌倉時代
雲出島貫遺跡では鎌倉時代の大規模な屋敷地が調査され、
出土資料から、京都とつながりの強い人々が住んでいたこ
とが推測されています。みつかった中世墓は、屋敷の一画
に単独でつくられる「屋敷墓」で、木棺のなかには腰刀・
漆塗小箱・方形鏡・貿易陶磁器といった高価な品々が納め
られていました。葬られた人物は、豪華な品を手に入れる
ことができた有力者であったと考えられます。

小谷赤坂遺跡 （松阪市）
江戸時代

こ　 たに あか  さか

雲出島貫遺跡 （津市） 中世墓出土品 ・ 中世墓

県指定
有形文化財

 くも　  ず　 しま ぬき　 

経塚中世墓（いなべ市）
鎌倉時代
経塚中世墓では、丘陵上で 43 基のお墓が発見されました。
各々の墓は石などで区切られており、有力な一族もしくは
集落の共同墓地であったと考えられます。この時代のお墓
は、雲出島貫遺跡のように「屋敷墓」をつくる場合と、経
塚中世墓のように共同の墓地をつくる場合がありました。

きょうづか ちゅう せい  ぼ

犬形土製品は、城館跡を中心に武士にゆかりのある遺跡か
ら出土しています。安産多産の象徴とされる犬に、子ども
の無事な誕生と成長を願っていたのでしょうか。

　江戸時代、幕府によって五街道が整備されました。三重県内には五街

道のひとつである東海道が通り、聖地伊勢や熊野に向かう街道なども整

備され、多くの人々が行き来しました。かつての城下町や宿場町を発掘

すると、建物のあとや、当時のにぎわいを伝える出土品がみつかります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　 た　 げ  きたばたけし　 　　　　　　　　　              

経塚中世墓 （いなべ市）　中世墓出土品 ・ 中世墓

古市・中之地蔵町遺跡（伊勢市）
参宮街道沿いの建物あと  江戸時代

 ふる いち　　　  なか   の　　じ　 ぞう ちょう　 

ちゅうせい ぼ

とう かい どう

       みのます しやかたあと

 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かめ

れき　せき  きょう

安産の

　お守り !?　



志知南浦遺跡（桑名市）
小牧南遺跡（四日市市）
東庄内B遺跡（鈴鹿市）
大鼻遺跡（亀山市）
大石遺跡（津市）
木造赤坂遺跡（津市）
粥見井尻遺跡（松阪市）
山添遺跡（松阪市）

コドノＡ遺跡（明和町）
曽祢崎遺跡（明和町）
内垣外遺跡（多気町）

宮山遺跡（いなべ市）
菟上遺跡（四日市市）
納所遺跡（津市）
亀井遺跡（津市）
片野遺跡（津市）
六大 A遺跡（津市）
筋違遺跡（松阪市）
中ノ庄遺跡（松阪市）
石薬師東古墳群（鈴鹿市）
河田宮ノ北遺跡（鈴鹿市）
上椎ノ木１号墳（亀山市）
井田川茶臼山古墳（亀山市）
太岡寺１号墳（亀山市）
六大Ａ遺跡（津市）
高茶屋大垣内遺跡（津市）
木造赤坂遺跡（津市）
雲出島貫遺跡（津市）

堀之内遺跡（松阪市）
天白遺跡（松阪市）
上ノ垣外遺跡（多気町）
西出遺跡（明和町）
高皿遺跡（多気町）
新徳寺遺跡（多気町）
野添大辻遺跡（大紀町）

前田町屋遺跡（松阪市）
深長古墳（松阪市）
大足古墳（松阪市）
中ノ庄古墳（松阪市）
東条１号墳（伊賀市）
近代古墳（伊賀市）
天童山８号墳（伊賀市）
城之越遺跡（伊賀市）
北堀池遺跡（伊賀市）

落河原遺跡（四日市市）
替田遺跡（津市）
位田遺跡（津市）
橋垣内遺跡（津市）
六大Ａ・Ｂ遺跡（津市）
鳥居古墳（津市）
舞出北遺跡（松阪市）
堀田遺跡（松阪市）
小谷赤坂遺跡（松阪市）
朝見遺跡（松阪市）
ヒタキ廃寺（松阪市）
北野遺跡（明和町）
斎宮跡（明和町）
長谷町遺跡（明和町）
東裏遺跡（多気町）

大会遺跡（亀山市）
六大Ｂ遺跡（津市）
小谷赤坂遺跡（松阪市）

巣護遺跡（多気町）
カウジデン遺跡（多気町）
高向B・C遺跡（伊勢市）
伊賀国庁跡（伊賀市）
夏見廃寺（名張市）

経塚中世墓（いなべ市）
小社遺跡（鈴鹿市）
安濃津柳山遺跡（津市）
雲出島貫遺跡（津市）
多気北畠氏遺跡（津市）
瀬木遺跡（津市）
里前遺跡（津市）
下川遺跡（津市）
東沖遺跡（松阪市）
嵜谷遺跡（松阪市）
山室町出土資料（松阪市）
岩出遺跡群（玉城町）
野添大辻遺跡（大紀町）
紀伊長島沖海上がり土器（紀北町）
下郡遺跡（伊賀市）
小泉氏館跡（伊賀市）
印代東方遺跡（伊賀市）
風呂谷館跡（伊賀市）

下郡遺跡（伊賀市）
高河原遺跡（伊勢市）
古市・中之地蔵町遺跡（伊勢市）

西肥留遺跡（松阪市）
舞出北遺跡（松阪市）
小谷赤坂遺跡（松阪市）
村竹コノ遺跡（松阪市）
堀町遺跡（松阪市）

箕升氏館跡（伊賀市）
火山遺跡（伊賀市）
村中遺跡（名張市）

時　代　         　　　 　おもな出来事　　　　　　　　　　　　    資料を展示した遺跡　　　　　  　　展示資料
じ     　      だい                                                　　　　　　　　 　　　　　　　　　      で　　き 　ごと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             　　　  い　 せき

海水面が低下し、大陸と一部陸続きとなる

三重県域に人が暮らしはじめる

稲作が伝わる

金属器が伝わる

各地にムラができ、争いがおこりクニができる

女王卑弥呼が邪馬台国を治める

土器がつくられる  弓矢の使用

狩猟・採集のくらし

近畿地方に大きな古墳がつくられる

近畿地方に大和朝廷（大和政権）が誕生

538 年 仏教が伝わる（552 年説あり）

710 年 奈良に都がつくられる（平城京）

743 年 東大寺大仏造立の詔（752 年完成）

794 年 京都に都がつくられる（平安京）

藤原氏が摂関政治をおこなう

1086 年 白河上皇の院政がはじまる

武士の台頭（源氏・平氏）

1185 年 平氏滅亡、守護・地頭の設置

1192 年 源頼朝 征夷大将軍となる

1274 年・1281 年 元寇（文永・弘安の役）

1334 年 後醍醐天皇による建武の新政

1338 年 足利尊氏 京都に幕府をひらく

南北朝の動乱つづく（～ 1392 年）

1467 年 応仁の乱はじまる

1603 年 徳川家康  江戸に幕府をひらく

1867 年 大政奉還

593 年 聖徳太子が摂政となる

645 年 大化の改新　672 年 壬申の乱

1590 年 豊臣秀吉が全国統一
1600 年 関ヶ原の戦いで徳川家康勝利

         しゅりょう　  さいしゅう

いな さく

きん ぞく   き

　　　        ひ 　み　 こ　　     や    ま   たい こく

   きん  き　　　　　　　　　　　　　　   こ   ふん

　　　　　　　　　　　　やま   と ちょうてい

　   　　　　　　 　　　　　　　　　　　  　せっしょう

                                    たい  か　　　かい しん　　　　　　　　　　じん しん　　 らん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  へいじょうきょう　　 　

　　　　　　　　　　　　　　 だいぶつ ぞうりゅう   みことのり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   へい あんきょう

　　　　　　　　　  せっ かん せい  じ

　　　　　　　　　 しら かわじょうこう　　いん せい

　　　　　　　　　　　　　　げん  じ　　　 へい  し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しゅ  ご　         じ   とう

　　　　　　　　　　 みなもとのよりとも せい  い たいしょうぐん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  げん こう　　 ぶん えい　　  こう あん　      えき

　　　　　　　　　　　  ご  だい   ご  てん  のう　　　　　　　けん  む   　　 しんせい

　　　　　　　　　あしかが たかうじ

なん ぼくちょう

　　　　　　　　    おう にん　　 らん

　　　　　　　　　とよ とみ  ひでよし

　　　　　　　　　せき   が   はら　　  　　　　　　   とく  がわ いえ やす

　　　　　　　　　とく がわ いえ やす

　　　　　　　　　たい せい ほう かん

奈良
時代

飛鳥
時代

平安
時代

鎌倉
時代

室町
時代

安土
桃山
時代

江戸
時代

近 

世

近 

世

古墳
時代

弥生
時代

縄文
時代

旧石器
時代

中 

世

中 

世

古 

代

古 

代

原 

始

原 

始

海水面が低下し、大陸と一部陸続きとなる

三重県域に人が暮らしはじめる

稲作が伝わる

金属器が伝わる

各地にムラができ、争いがおこりクニができる

女王卑弥呼が邪馬台国を治める

土器がつくられる  弓矢の使用

狩猟・採集のくらし

近畿地方に大きな古墳がつくられる

近畿地方に大和朝廷（大和政権）が誕生

538 年 仏教が伝わる（552 年説あり）

710 年 奈良に都がつくられる（平城京）

743 年 東大寺大仏造立の詔（752 年完成）

794 年 京都に都がつくられる（平安京）

藤原氏が摂関政治をおこなう

1086 年 白河上皇の院政がはじまる

武士の台頭（源氏・平氏）

1185 年 平氏滅亡、守護・地頭の設置

1192 年 源頼朝 征夷大将軍となる

1274 年・1281 年 元寇（文永・弘安の役）

1334 年 後醍醐天皇による建武の新政

1338 年 足利尊氏 京都に幕府をひらく

南北朝の動乱つづく（～ 1392 年）

1467 年 応仁の乱はじまる

1603 年 徳川家康  江戸に幕府をひらく

1867 年 大政奉還

593 年 聖徳太子が摂政となる

645 年 大化の改新　672 年 壬申の乱

1590 年 豊臣秀吉が全国統一
1600 年 関ヶ原の戦いで徳川家康勝利

各時代の色は、「発掘された日本列島 2017」および地域展示「三重を掘る！」の展示パネルと対応しています。　※印の土偶は 10月 15日 ( 日 ) まで展示。

斎宮歴史博物館蔵

時　代　         　　　 　おもな出来事　　　　　　　　　　　　    資料を展示した遺跡　　　　　  　　展示資料
じ     　      だい                                                　　　　　　　　 　　　　　　　　　      で　　き 　ごと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             　　　  い　 せき

         しゅりょう　  さいしゅう

いな さく

きん ぞく   き

　　　        ひ 　み　 こ　　     や    ま   たい こく

   きん  き　　　　　　　　　　　　　　   こ   ふん

　　　　　　　　　　　　やま   と ちょうてい

　   　　　　　　 　　　　　　　　　　　  　せっしょう

                                    たい  か　　　かい しん　　　　　　　　　　じん しん　　 らん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  へいじょうきょう　　 　

　　　　　　　　　　　　　　 だいぶつ ぞうりゅう   みことのり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   へい あんきょう

　　　　　　　　　  せっ かん せい  じ

　　　　　　　　　 しら かわじょうこう　　いん せい

　　　　　　　　　　　　　　げん  じ　　　 へい  し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しゅ  ご　         じ   とう

　　　　　　　　　　 みなもとのよりとも せい  い たいしょうぐん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  げん こう　　 ぶん えい　　  こう あん　      えき

　　　　　　　　　　　  ご  だい   ご  てん  のう　　　　　　　けん  む   　　 しんせい

　　　　　　　　　あしかが たかうじ

なん ぼくちょう

　　　　　　　　    おう にん　　 らん

　　　　　　　　　とよ とみ  ひでよし

　　　　　　　　　せき   が   はら　　  　　　　　　   とく  がわ いえ やす

　　　　　　　　　とく がわ いえ やす

　　　　　　　　　たい せい ほう かん

経塚中世墓

大会遺跡

中ノ庄古墳

斎宮跡

朝見遺跡

安濃津柳山遺跡

嵜谷遺跡

ヒタキ廃寺

雲出島貫遺跡

下郡遺跡

亀井遺跡

納所遺跡

天白遺跡※

粥見井尻遺跡※

近代古墳

夏見廃寺

東条１号墳

コドノＡ遺跡
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